
広報ひゆうが

・
翻
無
二
鍵
／

　
昭
和
四
十
八
年
が
あ
け
ま
し
た
。

　
　
市
民
の
み
な
ざ
ん
、
，
お
め
で
と

一
い
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
こ
と
し
も
五
万
市
民
み
ん
な
が

手
を
つ
な
ぎ
力
を
合
わ
書
丁

　
あ
が
る
日
向
市
を
つ
く
サ
ま
し
な

　
レ
フ
。
　
　
　
　
　
　
・

今月の主な内容

2面・3面…12月市議会できまったこと

　　　　　802人が新成人に

4面・5面…新年のあいさつ（市長、議長）

　　　　　勇ましく消防出初め式

6面・7面…人生のしあわせll＝る

　　　　　国民年金
　　　　　電：話料金がかわ噛之士

　　　　　話題を追って

8面…・…　・・おしらせ

1　月　号
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○
…
…
…
と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す
…
…
…
C
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翻
妻
三日向市議

ミ

懸鼠　

熱懸

ヒ
冒
一
一
一
一
＝
＝
＝
一
一
；
＝
ニ
ニ
一

一般会計予算

8，600万円億
27

昌一

＝
∴
鼈
鼈
鼈
鼈
黶
g
一
一
一
一
＝
胃
二
一
一
コ

r

場議

　
昭
和
四
十
七
年
最
後
の
日
向
市
議
会

は
、
十
二
月
十
二
日
に
招
集
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
議
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件
は

「
老
人
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例

」
な
ど
条
例
が
六
件
。
予
算
、
委
員
選

任
の
案
件
な
ど
す
べ
て
で
十
九
件
。
十

一
日
閻
の
会
期
で
二
十
二
日
に
終
了
し

ま
し
た
。
議
決
さ
れ
た
議
案
を
順
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
☆
　
☆
　
☆
　
☆
　
☆
　
☆

ち
コ
ニ
ニ
　
ニ
ロ
ニ
ヒ
ニ
ニ
ぢ

＝
蝶
＝
＝
剃
：
一
－
百
向
市
老
人
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
L
は
、
法
律
の

改
正
に
よ
っ
て
、
こ
の
一
月
一
日
か
ら

七
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
の
医
療
費

は
全
部
公
費
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
六
十
五
歳
か
ら
六
十

九
歳
ま
で
の
「
ね
た
き
り
老
人
」
に
つ

い
て
は
国
の
恩
恵
に
よ
く
さ
な
い
の
で

市
独
自
で
医
療
費
の
負
担
を
す
る
こ
と

二
な
一
、
た
も
の
で
す
。
医
療
費
の
負
担

は
、
満
七
十
歳
に
な
る
月
か
ら
は
じ
め

ら
れ
る
の
で
誕
生
月
の
前
月
ま
で
に
手

続
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
七
十
歳
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
全
部
の
お
と
し

よ
り
の
医
療
費
が
無
料
と
い
う
わ
け
で

な
く
、
所
得
の
多
い
か
た
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

　
“
「
日
向
市
公
園
条
例
の
［
部
を
改

正
す
る
条
例
」
は
、
区
画
整
理
事
業
に

よ
っ
て
春
原
児
童
遊
園
と
亀
崎
南
児
童

遊
園
が
で
き
た
の
で
公
園
条
例
の
な
か

に
こ
の
二
つ
の
児
童
遊
園
を
加
え
た
も

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
日
向
市
の
児
童

公
園
な
ど
は
八
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
口
「
日
向
市
退
職
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
は
、
恩
給
法
な
ど
の

改
正
に
よ
っ
て
関
係
の
条
文
な
ど
の
改

正
を
す
る
も
の
．

　
1
1
「
日
向
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
は
、
人
事
院
の
勧
告
に
基
づ
い
て

職
員
の
給
与
が
ア
ッ
プ
さ
れ
る
も
の

で
、
平
均
九
、
三
五
鮮
あ
が
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
長
や
市
議
会
議
員
の
報
酬

を
あ
げ
る
案
件
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
が

継
続
審
議
と
な
b
次
回
に
も
ち
こ
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
道
の
認
定
1
1
日
向
市
駅
に
で
き
た

「
日
向
跨
線
橋
」
と
南
日
向
駅
の
北
約

四
百
綴
の
地
点
に
で
き
た
日
豊
線
を
ま

た
ぐ
歩
道
橋
の
二
つ
を
市
道
と
す
る
も

の
で
す
。
路
線
の
名
は
、
日
向
市
駅
の

は
一
、
日
向
市
駅
通
線
」
、
平
岩
の
を

【
左
方
線
マ
こ
よ
び
ま
す
。

づ
ニ
ロ
ニ
ニ
ニ
ニ
コ
ニ
園
圃

予
　
算

一
二
＝
O
＝
「
一
噂
＝
：
＝
；
■

二
億
二
千
七
十
九
万
四
千
円
の
追
加

　
1
1
二
億
二
千
七
十
九
万
四
千
円
の
追

加
で
、
昭
和
四
十
七
年
度
一
般
会
計
は

二
十
七
億
八
干
六
百
四
十
二
万
六
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
追
加
さ
れ
た
主
な
も

の
に
普
通
建
設
事
業
費
一
億
四
千
二
十

ニ
ニ
ニ
　
ニ
ニ
ロ
ニ
ニ
ニ
一

人
　
事

一一

黶
♀
嚠
鼈
黶
∴
鼈
鼈
黶
＊
`
一
二
一

　
固
定
資
産
評
価
審
査

　
委
員
会
委
員
の
選
任

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項

に
関
す
る
不
服
を
審
査
決
定
す
る
も
の

で
、
委
員
は
三
目
。
こ
の
う
ち
の
　
入

が
任
期
満
了
と
な
っ
た
の
で
選
任
す
る

こ
と
に
な
り
、
畑
浦
の
黒
木
実
き
ん

（
6
0
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
、

工
事
請
負
契
約

　
予
定
価
格
「
件
三
千
万
円
以
上
の
工

事
を
契
約
す
る
場
合
は
、
地
方
自
治
法

や
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
議

会
の
議
決
を
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
議
会
に
提
案
さ
れ
た
も
の
は

「
大
王
谷
都
市
公
園
事
業
」
の
一
環
の

う
ち
運
動
公
園
整
備
に
関
す
る
事
業

で
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
昭
和
五
十

一
年
度
ま
で
し
五
力
年
計
画
で
実
施
き

れ
る
も
の
。
完
成
後
の
運
動
公
園
∂
で

面
積
は
＋
夏
．
一
。
う
ち
今
筆
鳴
、
は
…
、

＝
り
を
整
備
す
る
も
の
で
、
工
事
契
細
．

認
は
、
五
千
九
百
へ
十
万
｝
．
口
。

九
万
三
千
円
、
入
件
費
五
千
九
百
十
四

万
二
千
円
。
物
件
費
そ
の
他
二
千
百
三

十
五
万
九
千
円
。
特
別
会
計
で
は
「
公

営
住
宅
事
業
特
別
会
計
」
ほ
か
五
会
計

の
追
加
補
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

町
　
名
町
　
界

　
昭
和
四
十
七
年
帳
か
ら
は
じ
め
ら
れ

た
「
東
部
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
」

の
工
事
部
分
が
完
成
し
、
町
が
整
然
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
こ
の
区
域
の
う

ち
、
ま
ぜ
「
穴
字
日
知
屋
○
○
番
地
」

と
か
「
字
△
△
」
と
よ
ん
で
い
た
の
を

「
C
O
町
」
　
「
○
○
町
一
丁
目
」
と
い

う
新
し
い
町
の
名
を
つ
け
た
も
の
で

す
。
新
し
い
町
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。高

砂
町

　
大
字
富
高
字
大
曲
の
一
部

　
大
字
日
知
屋
手
東
川
尻
、
大
曲
の
各

　
一
部

原
町
一
丁
目

　
大
字
日
知
屋
字
東
川
尻
の
」
蔀
を
親
．

　
入

原
町
二
丁
目

　
大
字
日
知
屋
字
東
川
尻
の
一
部
を
絹

　
入

原
町
三
丁
目

　
．
苓
子
ヨ
矧
強
二
子
東
頃
u
ヨ
・
』
⊃
「
冗
を
　
編

㌧
・
’
門
り
．
【
π
　
「
．
∴
”
「

大
訓
臼
ξ
・
子
下
∵
㌦
・
上
妊
・
猟

μ
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開
の
各
「
部
及
び
下
苗
代
田
の
全
廉

砦
塗
町
　
丁
目

　
大
字
日
直
細
字
松
み
下
、
・
ズ
曲
、
東

　
飼
山
、
東
川
尻
の
各
一
部
及
び
西
前

　
山
の
全
部

新
生
町
二
丁
目

　
大
字
日
誌
屋
翠
松
の
下
、
大
曲
、
東

　
前
山
、
下
り
松
、
下
原
町
の
各
一
部

江
良
町
一
丁
目

　
大
字
日
知
屋
字
御
堂
の
後
、
中
島
、

　
下
り
松
、
勘
助
島
、
江
良
、
下
原
町

　
の
各
一
部

江
良
町
二
丁
目

　
大
字
窺
知
屋
字
田
淵
、
日
読
の
元
、

　
無
納
田
、
曾
我
の
元
、
御
堂
の
後
、

　
中
島
の
各
一
部

江
良
町
三
丁
目

　
大
字
日
頃
屋
字
中
島
、
前
田
、
松
の

　
下
、
下
り
松
、
勘
助
島
、
江
良
の
各

　
一
部

江
良
町
四
丁
目

　
大
字
自
知
屋
字
脇
の
出
口
、
江
川
、

　
田
淵
、
四
本
松
、
加
藍
の
元
、
無
納

　
田
、
　
「
ト
元
、
中
島
の
各
「
部

永
江
町
一
丁
目

　
大
字
日
知
削
字
長
井
原
、
原
、
原
基
、

　
高
見
、
原
畑
の
各
［
部

永
江
町
二
丁
目

　
大
字
日
知
屋
字
原
、
薄
川
、
御
堂
の

　
後
、
江
良
、
下
原
町
、
上
の
原
、
原

　
開
の
各
一
部

永
江
町
三
丁
目

　
大
字
日
知
屋
字
原
、
薄
月
、
曾
我
の

　
元
、
御
堂
の
後
、
上
の
原
の
各
一
部

鶴
町
三
丁
目

　
大
字
日
知
屋
字
原
開
、
原
畑
の
各
「

　
部
を
編
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗
・

　
　
　
　
　
　
　
・
　
、
・
へ
』
・
ヒ
・
㍉

　
　
　
　
　
　
　
、
q
ζ
　
さ
　
一
§
い
乙
　
・

襟
撃
誓
L
磁

　
　
　
　
」
一
‘
L
　
：
；
ー
ー
「
；
：
　
し

　　

@　

S
　
一
導
べ
饗

　
　
　
　
　
デ
　
　
・
　
卑

　
　
　
　
　
鴛
　
　
　
　
　
～
　
　
㌧
一

　　
@　
@　尅
薰
R
難

　
　
　
　
　
瓢
D
　
　
駈
．
一

　
　
　
　
　
　
鴬
馬
　
　
ひ

　
　
　
　
　
　
M
し
－
　
ゾ
．
　
藝

　　

@　

@　

�
ﾛ
メ
　
”
慣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魁

　
　
　
　
　
　
　
　
欝
取
滋
丁
陽
　
　
」
　
　
　
　
、
二

　
　
　
　
　
　
　
注
　
　
　
　
藻
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
」
濃
、
樗

　
　
　
　
　
　
　
皿

ヒダm　 Mヒヤ」“

i呈ドi凡

覧
識

代
、
　
織
霊
、
、

臥
惑
7

、㌧
へ

｝

鷺瀞1、越
覆蕩業謡講
　　馳．詣，門壌ヅ押一遍　．＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　ビ　　　　ザ、■

一一一

．
嚢

’らξ　　 ＿＿・「‘丁一い

・をd

弩ii

灘・1

写－

1隷

　　　　　崎
．，三論二鑑
ドン直、

　
　
　
竈
覧

契
雷
喝
「
、
厘
■
懸
　
　
、
饗
．
、

置

～
ン
　
「
ノ

／器撫蝉ζ
類づ㌘㌧∴∴二＿一．
嚢、lll・し．∵・〆！一！’評

弼ギ《1．泌一〆

．ま二三ヲ　

　
〃
お
・
こ
な
に
な
・
た
こ
、
二
を

霞
覚
し
、
み
ず
か
ら
律
～
・
・
技
二

…
と
す
る
青
年
を
祝
い
は
ゾ
丁
、

す
〃
成
人
式
が
一
月
十
玉
月
一

成
入
の
日
、
勤
労
青
少
年
ス
、
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
日
向
市
の
新

　
　
　
　
　
　
成
人
は
、
男
三

　
　
　
　
　
百
四
十
一
人
、

＝
亀

6「………

802人の新成人が誓う
女
四
百
六
十
【

人
、
計
八
百
二

入
の
み
な
き

ん
で
す
．
．
式
に

は
、
約
五
百
人

が
出
席
、
市

長
や
た
く
き
ん

の
来
賓
か
ら
祝

福
と
励
ま
し
を

受
け
ま
し
た
．

　
式
典
は
午
前

十
時
か
ら
始
ま

り
、
市
長
は

「
ま
ず
健
康
に

充
分
き
を
つ
け

て
、
青
年
の
意

気
と
熱
を
も
つ

て
真
に
生
き
甲

斐
の
あ
る
人
生

r
と
国
家
づ
く
り
の
た
め
大
い
に

…
頑
張
っ
て
く
だ
き
い
」
と
式
辞

…
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
こ
た
え
て
新
成
人
を

…
代
表
し
て
満
潮
千
鶴
美
さ
ん
が

　
「
本
日
、
二
十
歳
の
成
人
式

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
も
う
一

度
こ
の
成
人
と
い
う
意
味
を
よ

写
真
は
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
成
人
式

室
霧

㌦巨．

歯嚥
鰹懲i甜い

勢

擦：ξ鋸

唾Ψ㌦藩1

く
考
え
、
自
分
を
よ
く
貝
つ
め
、
そ
し

て
い
つ
の
時
代
も
胸
を
は
っ
て
生
き
て

い
け
る
社
会
入
と
し
て
、
責
任
と
ほ
こ

り
を
も
っ
て
望
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
全

員
が
社
会
人
と
し
て
∂
決
意
を
誓
い
あ

い
ま
し
た
、

　
式
後
は
、
　
「
洋
上
二
十
歳
の
集
い
」

を
、
日
向
市
、
門
川
町
、
東
郷
町
の
新

成
人
者
と
い
っ
し
ょ
に
カ
ー
フ
ェ
リ
ー

で
な
ご
や
か
に
行
な
い
ま
し
た
、

　
抱
負
・
感
想
文
も

　
　
　
　
　
　
発
表
さ
れ
る

　
市
教
育
委
員
会
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
が
募
集
し
た
「
新
成
人
者
（
有
権
者
）

感
想
文
」
に
つ
ぎ
の
か
た
が
た
が
入

選
、
成
人
式
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
　
良
信
さ
ん
（
市
内
都
町
）

　
荒
竹
ま
す
子
さ
ん
（
市
内
新
財
市
）
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無
限
の
可
能
性
を
求
め
て

日
向
市
長
　
児
　
玉
　
袈
裟
雄

　
昭
和
四
十
八
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
よ
ろ
こ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
日
向
市
も
幾
多
の
困
難
を
の
り
こ
え

な
が
ら
、
ま
と
も
な
発
展
の
あ
ゆ
み
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
住
民
福

祉
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の

施
策
が
徐
々
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が
た
の
ご
努
力
に

対
し
、
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
、

私
た
ち
は
、
ま
れ
に
み
る
良
港
と
風
光

明
美
な
自
然
1
7
一
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
よ

り
豊
か
な
人
間
生
活
の
場
と
し
て
、
新

し
い
時
代
に
こ
た
え
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
条
件
に
か
こ
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
健
康
を
増
進
し
、
よ
り
文
化

的
で
幸
福
な
生
活
を
可
能
に
す
る
施
策

を
今
年
も
み
な
さ
ん
が
た
と
一
層
積
極

的
に
わ
し
す
す
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
山
積
す
る
諸
問
題
の
な
か
で
、
重
点

施
策
は
、
や
は
り
、
ま
ず
息
づ
く
り
、

環
境
の
整
備
、
社
会
福
祉
の
充
実
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
世
の
中
の
こ
と
は
、
す
べ
て
人
間
か

ら
始
ま
っ
て
込
間
に
つ
づ
く
と
い
う
原

点
に
た
ち
、
あ
く
ま
で
人
間
を
中
心
と

し
て
人
と
人
の
人
間
関
係
を
考
え
、
人

と
自
然
と
の
生
活
関
係
を
大
切
に
思

う
。
人
情
豊
か
な
積
極
進
取
の
意
気
を

待
つ
人
間
形
成
、
社
会
的
正
義
感
、
連

帯
感
の
醸
成
、
郷
土
意
識
の
高
揚
な
ど

の
た
め
に
必
要
な
幼
児
教
育
、
学
校
教

育
、
社
会
教
育
施
設
の
整
備
充
実
を
は

か
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
ま
た
、
東

九
州
海
の
玄
関
細
島
港
を
起
点
と
す
る

幹
線
道
路
網
の
整
備
、
下
水
道
事
業
の

強
力
な
推
准
、
都
市
改
造
、
区
画
整
理

上
水
道
、
清
掃
施
設
の
早
期
完
成
、
住

宅
の
建
設
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
社
会
資
本

の
充
実
を
す
す
め
、
同
時
に
う
る
お
い

の
あ
る
産
業
都
市
に
す
る
た
め
、
み
ん

な
で
緑
地
の
撫
育
保
全
を
は
か
り
、
美

し
い
自
然
の
保
護
に
は
特
に
意
を
注
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
お
と
し
よ
り
の
か
た
に
、

ほ
ん
と
う
の
生
き
甲
斐
を
、
母
子
家
庭

に
希
望
と
幸
福
を
、
生
活
保
護
水
塗
の

向
上
、
身
体
障
害
者
、
遺
家
族
援
護
、

青
少
年
問
題
等
々
、
社
会
福
祉
対
策
の

果
敢
な
る
実
現
を
は
か
る
べ
き
で
し
ょ

う
。　

も
ち
論
、
地
場
産
業
、
商
工
業
の
組

織
的
近
代
化
に
必
要
な
資
金
対
策
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。　

農
林
遭
い
わ
ゆ
る
一
次
産
業
の
基
盤

整
備
、
流
通
改
善
に
つ
と
め
、
他
産
業

と
の
所
得
格
差
の
解
消
は
緊
急
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
私
ど
も
の
日
向
市

は
、
「
昨
年
ご
ろ
か
ら
急
速
に
も
り
上

r．

ﾄ
ま
い
り
ま
し
た
。
入
口
五
万
人
そ

こ
そ
こ
の
小
さ
な
郷
里
な
が
ら
開
か
れ

た
海
陸
の
自
然
は
広
く
、
美
し
い
変
化

に
富
ん
で
い
ま
す
。

公
害
の
徹
底
的
廃
除
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
な
ら
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
無
限
の

可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
信

じ
ま
す
．

　
当
市
の
飛
躍
的
に
充
実
し
た
発
展
を

期
待
し
、
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
、
ご
多

幸
を
切
に
お
祈
り
し
て
年
頭
の
こ
あ
い

き
っ
と
い
た
し
ま
す
、

新

年

の

ご

あ

い

さ

つ

＆

昭和48年1月号

（
馨

五
万
市
民
の
念
願
す
る

　
　
　
　
町
づ
く
り
を

灘
熱
飾
三
輪
賢
一
郎

陣
や
」
、
・
し
い
新
春
を
心
」
’
、
・
ら
ね
・
一
・
ろ

こ
び
申
し
あ
げ
ま
す

　
日
向
市
も
昭
和
四
十
六
年
四
月
、
市

制
施
行
二
十
周
年
を
迎
え
、
名
実
共
に

す
ば
ら
し
く
成
人
し
て
、
す
で
に
二

年
目
を
迎
ま
し
た
。
街
づ
く
り
も
、
新

産
業
都
市
建
設
計
画
に
副
っ
て
た
く
ま

し
い
都
市
と
し
て
の
環
境
づ
く
り
と
と

も
に
産
業
基
盤
の
整
備
拡
充
が
、
羊
4
1
々

と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
引
、
〕

と
え
に
み
な
き
ま
が
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
域
に
お
い
て
、
一
、
工
二
　
－
ら
ご
尽
力

い
た
ぜ
い
た
お
蔭
で
あ
り
感
謝
に
た
え

な
い
・
ニ
ニ
ろ
で
こ
ぎ
い
ま
ナ

　
今
や
七
〇
年
代
の
流
れ
も
公
害
の
な

い
住
み
よ
い
国
土
建
設
と
人
口
、
産
業

の
過
度
集
中
是
正
か
ら
、
斗
、
㌔
ら
に
飛
躍

し
入
の
心
を
豊
か
に
、
自
然
保
護
、
文

化
の
発
展
を
は
か
・
ソ
、
地
域
社
会
の
福

祉
に
徹
し
た
新
し
い
国
づ
く
り
の
局
面

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
・
し
か
’
し
へ
犠
が
・
づ
、
　
産
業
御
薄
済
の
め
ゴ
ぐ

ま
し
い
発
展
准
歩
の
中
に
あ
っ
て
科
学

公
害
、
そ
の
他
の
自
然
的
現
象
が
科
学

の
准
歩
に
伴
っ
て
、
ふ
、
・
ま
ぜ
ー
ま
な
問
題

を
搾
起
し
て
い
る
二
と
は
見
の
が
せ
な

．
事
聚
で
｝
、
刀
’
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
も
産
業
基
盤
の
整
備
、

開
発
の
た
め
の
諸
施
策
と
と
も
に
、
公

害
の
な
い
、
平
和
で
住
み
よ
い
、
そ
し

て
豊
か
な
五
万
市
民
の
念
願
す
る
都
市

環
境
づ
く
り
、
す
な
わ
ち
人
間
福
祉
の

理
念
に
立
脚
し
た
施
策
の
促
進
に
向
か

r．

ﾄ
お
り
ま
す
。

　
日
向
市
議
会
も
市
民
の
み
な
さ
ま
が

た
と
、
と
も
ど
も
き
ら
に
研
き
ん
を
重

ね
、
地
方
自
治
の
理
念
に
副
っ
て
努
力

す
る
評
存
で
あ
G
出
、
す

　
今
後
・
炉
γ
・
・
」
よ
ろ
し
く
ご
拮
導
、
ご
叱

「π

V
5
黙
こ
’
望
3
1
召
一
顕
い
旨
、
ハ
」
一
し
う
ハ
函
⊃
’
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
年
頭
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
の
ご
健

康
と
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
念
じ
つ
つ
、

ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

　　肇
＼＼1／／

＿こあく

フ艦
ゴ
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勇ましく消防出初め式

市
消
防
団
員
の
定
数
は
八
百
人
。

の
分
団
の
う
え
に
団
本
部
が
あ
り
、

団
の
し
た
に
部
が
あ
り
ま
す
。

部
で
三
十
八
部
。
機
械
な
ど
は
自
動
車

ポ
ン
プ
十
四
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
ニ

十
四
台
、
防
火
水
槽
百
五
十
九
基
。

　
義
勇
消
防
団
と
し
て
火
災
な
ど
の
発

生
に
は
市
民
の
生
命
、
財
産
の
保
護

に
、
ま
た
火
災
予
防
に
、
五
万
市
民
の

安
ら
y
，
あ
生
活
の
た
め
に
、
日
夜
は
げ

ん
で
い
ま
す
、

　
こ
の
消
防
出
初
め
式
に
、
昨
年
六
月

本
市
消
防
団
長
を
勇
退
き
れ
た
馬
場
義

太
郎
さ
ん
に
市
長
が
感
謝
状
を
贈
り
、

　
例
年
、
新

し
い
年
の
へ

き
頭
を
か
ざ

る
消
防
出
初

め
式
が
五
日

午
前
八
時
か

ら
富
島
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
．
、

あ
い
に
く
の

く
も
り
空
で

し
た
が
集
っ

た
消
防
団
員

約
六
百
人

は
、
規
律
訓

練
、
操
法
訓

練
に
日
ご
ろ

の
鍛
練
の
成

果
を
い
か
ん

へ
与
ノ
＼
発
揮
｝
し

ま
し
た
。

　
現
在
日
向

　
　
　
八
つ

　
　
　
　
分

　
　
部
は
全

特
別
表
彰
を
し

ま
し
た
．
馬
場

き
ん
は
大
正
十

年
、
現
在
の
消

防
団
の
前
身
で

あ
る
富
高
消
防

組
に
は
い
り
、

昨
年
や
め
ら
れ
　
　
　
　
諺
二
、
、
．

る
ま
で
の
五
十

二
年
間
、
日
向

市
消
防
の
発
展

に
力
を
つ
く
き

れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
団
長
二

＋
二
年
、
宮
崎

県
消
防
協
会
長

を
昭
和
四
十
三

年
か
ら
四
十
七

任
、
ま
門
、
の
四
年
間
つ
と
め
、

鵬≦庭

憲
バ

／
．
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
＋

二
年
二
月
に
地
域
消
防
行
政
に
功
労
が

あ
’
、
た
と
し
て
ら
ん
授
ほ
う
賞
を
う
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
原
の
黒
木
セ
ノ
』
、
・
ん
（
七

十
四
）
ら
五
人
に
、
黒
木
消
防
長
か
ら

消
防
協
力
者
と
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
黒
木
さ
ん
は
、
昨
年
四
月
七

日
近
所
の
火
災
を
発
見
、
大
声
で
「
火

事
だ
」
　
「
火
事
だ
」
と
叫
び
な
が
ら
風

呂
の
水
を
か
け
、
火
勢
を
制
圧
、
消
防

　
　
　
　
　
　
　
誰
＾
’

箋
r
　
勿
…

薩
畢
製
、

脚

馬　場　義太郎さん

’
惹

写真は一堂に勢ぞろいした団員

隊
や
近
所
の
人
び
と
が
か
け
つ
け
た
と

き
は
、
す
で
に
消
え
か
け
て
い
ま
し

た
。
大
声
で
叫
び
な
が
ら
消
火
に
あ
た

・、

ｽ
黒
木
さ
ん
の
適
切
な
処
置
が
延
焼

を
防
止
し
、
災
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
た
、出

初
め
式
の
各
訓
練
ご
と
の
戊
績
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．

　
（
規
律
訓
練
総
合
の
部
）

　
一
5
2
　
第
］
分
団
第
　
部
（
新
町
）

　
二
位
　
第
四
分
団
第
三
セ
七
部
（
切

　
　
　
島
山
）

　
一
一
．
位
　
第
二
分
団
第
十
四
部
（
梶
木
）

　
（
自
動
車
ポ
ン
プ
糧
捧
法
の
部
）

　
一
位
　
第
二
分
団
第
六
部
（
曾
根
）

　
二
位
　
第
「
分
団
第
一
部
（
新
町
）

　
三
位
　
第
二
分
団
第
五
部
（
票
町
）

（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
蔀
）

　
一
位
　
第
四
分
団
第
三
十
六
部
（
松

黒木セ　イさん

　
　
　
．
原
）

二
位
　
第
五
分
団
第
十
七
部
門
笹
野
）

三
位
　
第
一
分
団
第
二
部
（
工
高
）

》
な
れ
た
火
に

　
　
　
　
新
た
な
注
意

市
職
員
任
用
資
格

　
　
試
験
の
お
知
ら
せ

　
市
職
員
の
任
用
資
格
試
験
が
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
予
定
で
実
施
さ
れ
ま
す
、

（一

ﾊ
職
）

　
受
　
　
付
㍑
1
月
1
8
日
～
1
月
2
7
日

　
試
　
　
験
・
2
月
4
・
5
日

　
試
験
区
分
『
二
般
事
務
、
土
木
、
建

　
　
　
　
　
当
木
、
　
曲
辰
翠
禾
　
（
改
白
兎
並
日
及

　
　
　
　
　
　
員
有
資
格
者
）

　
試
験
科
目
　
国
語
、
社
会
、
数
学
、

　
　
　
　
　
　
作
文
（
技
術
は
専
門
）

（
現
業
職
旨
清
掃
事
務
所
勤
務
）

　
受
　
　
付
　
2
月
1
日
～
2
月
1
0
日

　
試
　
　
験
F
2
月
1
7
日

　
そ
の
ほ
か
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市

人
事
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
ゼ
さ
い
。

刊新

＝図書案内二一

煮

　
日
向
市
立
図
書
館
に
、
つ
ぎ
の
新
刊

図
書
が
は
い
り
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用

く
だ
き
い
。

　
【
自
然
科
学
】

　
偶
然
・
偶
然
・
偶
然
、
　
「
集
合
」
の

は
な
し
、
氷
点
下
の
「
筐
－
、
星
の
百

科
、
海
、
海
と
太
陽
と
サ
メ
、
リ
ウ
マ

チ
の
は
な
し
、
さ
よ
な
ら
肥
満
児
、
台

風
に
備
え
る
、
学
童
の
発
育
と
食
．
＼
も

喫　
【
語
　
学
】

　
日
本
語
発
想
辞
典
、
こ
と
ば
．
の
文
化

史
、
い
い
手
紙
う
ま
い
手
紙
、
現
代
用

語
辞
典
1
9
7
3

　
【
工
　
学
】

　
や
き
し
い
測
量
技
術
入
門
、
鉄
骨
構

造
、
自
動
車
日
曜
整
備
、
自
動
車
を
愛

し
な
さ
い
、
お
ぞ
う
さ
い
十
ニ
ヵ
月
、

つ
け
も
の
、
女
が
外
に
出
る
時
、
　
「
こ

つ
」
の
科
学
、
帆
船
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ

㌣
一
、

　
【
文
　
学
】

　
若
き
修
道
士
の
悲
し
み
、
ル
イ
ー
ス

の
肉
体
、
ハ
イ
ジ
カ
，
ッ
ク
、
ラ
ン
ボ
ウ

の
世
界
、
沈
黙
、
終
り
な
き
冬
の
旅
、

さ
び
し
い
王
様
、
さ
す
ら
い
び
と
の
子

守
唄
、
ア
ン
ネ
の
日
記

　
【
芸
　
術
】

　
野
外
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
、
パ
ン
ダ
、
ボ

ク
シ
ン
グ
、
茶
道
辞
典
、
い
け
ば
な
全

書
、
大
山
の
将
棋
読
本
、
盆
栽
の
す
べ

て
、



6広報ひゆうが昭和48年1月号

人
生
の
し
あ
わ
せ
守
る

1
1
国
　
民
年
金
H

　
国
民
年
金
は
、
歳
を
と
っ
た
と
き
、

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
ま
た
は
一

家
の
働
き
手
を
亡
く
し
た
と
き
に
、
そ

の
人
た
ち
の
所
得
保
障
を
行
な
っ
て
、

を
活
の
安
定
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
加
入
対
象
と
な
る
の

は
、
農
林
漁
業
者
、
自
営
業
者
な
ど
で

満
二
十
歳
か
ら
満
六
十
歳
ま
で
の
人
で

す
。
こ
の
ほ
か
、
ご
主
入
が
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
な
ど
の
公
的
年
金
制

渡
に
加
入
し
て
い
る
場
合
の
奥
さ
ん
、

学
生
な
ど
も
、
希
望
す
れ
ば
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
毎
月

保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で

す
が
、
保
険
料
の
額
は
定
額
で
一
月
五

百
五
十
円
で
す
。
ま
た
将
来
、
よ
り
多

く
の
年
金
を
受
け
た
い
人
は
、
所
得
比

例
制
に
加
入
し
、
三
百
五
十
円
の
所
得

比
例
保
険
料
を
同
時
に
か
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
収
入
が
な
か
っ
た

り
、
収
入
が
少
な
く
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
保
険

料
を
免
除
す
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
国
民
年
金
の
給
付
の
種
類
に
は
老
令

年
金
、
通
算
老
令
年
金
、
障
害
年
金
、

母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
、
寡
婦
年
金
の
七
つ
が
あ
り
、
こ
の

ほ
か
死
亡
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

一
度
加
入
し
て
お
け
ば

　
　
八
つ
の
給
付
が
生
涯

　
　
　
あ
な
た
の
く
ら
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
守
り
ま
す

老
後
の
く
ら
し
に

「
老
令
年
金
」

轡

　
保
険
料
を
二
十
五
年
以
ヒ
納
め
た
人

が
、
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
受

け
ら
れ
る
年
金
。
　
（
納
め
る
期
間
は
、

年
金
に
応
じ
て
二
十
四
年
か
ら
十
年
ま

で
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

▽
年
金
の
額
目
定
額
分
二
十
五
年
か
け

て
、
年
額
九
万
六
千
円
　
（
月
額
八
千

円
）
。
所
得
比
例
と
の
合
算
分
二
十
五

年
か
け
て
年
額
十
五
万
円
（
月
額
一
万

二
千
五
百
円
）
。

▽
年
金
額
の
計
算
方
法
一
三
百
二
十
円

×
保
険
料
を
納
め
た
月
数

「辮

ｳ
職
曾

　
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
な
ど
の
間
を

移
っ
た
人
は
、
通
算
老
令
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
国
民
年
金
だ
け
で
受
給
資

格
年
数
が
な
い
場
合
で
も
、
厚
生
年
金

な
ど
と
あ
わ
せ
て
二
十
五
年
（
昭
和
五

年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
入
は
、

短
縮
）
に
な
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
か

ら
年
金
が
き
め
ら
れ
た
計
算
方
法
に
よ

り
支
給
さ
れ
ま
す
。

7
年
金
の
額
U
老
令
年
金
と
同
じ
。

ケ
ガ
や
長
期
療

養
に

「
障
害
年
金
」

観
伽

　
危
険
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
、
い
つ
ど
こ
で
交
通
事
故
や
、

公
害
で
思
わ
ぬ
不
幸
に
見
舞
わ
れ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
を
一
年
置
卜

完
納
し
た
人
が
、
傷
病
（
外
形
、
内

臓
、
精
神
障
害
）
に
が
か
っ
た
と
き
か

ら
治
る
ま
で
受
け
ら
れ
る
年
金
。

▽
年
金
の
額
け
一
級
障
害
は
、
年
額
十

三
万
二
千
円
（
月
額
一
万
一
千
円
）
、

二
級
障
空
周
は
、
　
年
麺
胆
十
万
五
工
－
六
†
日
山
口

（
月
額
　
八
千
八
百
円
）

婦
人
の
た
め
に

「
母
子
年
金
」

δ

「計
！eo

　
引
き
続
い
て
一
年
以
上
、
保
険
料
を

完
納
し
て
い
た
妻
が
、
生
計
中
心
者
の

夫
に
死
な
れ
、
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も

と
い
っ
し
ょ
に
く
ら
し
て
い
る
L
ミ
受

け
ら
れ
る
年
金
。

▽
年
金
の
額
1
1
子
ど
も
一
人
の
と
き
、

年
額
十
万
八
百
円
（
月
額
八
千
四
百

円
）
。
二
人
目
の
子
ど
も
か
ら
一
人
に

つ
き
、
年
額
四
千
八
百
円
加
算
（
月
額

四
百
円
加
算
）
。

「
準
母
子
年
金
」

　
引
き
続
い
て
「
年

以
丘
、
保
険
料
を
完

納
し
て
い
た
祖
母
か

姉
が
、
生
計
中
心
者

の
祖
父
か
父
に
死
な
れ
、

げ
）
・

δ
し

十
八
歳
未
満

昭
孫
や
弟
妹
と
い
♂
，
し
ょ
に
く
ら
し
て

い
る
と
き
、
受
け
ら
れ
る
年
金
。

ソ
年
金
の
額
菖
母
子
年
金
と
同
じ
金
額

「
三
三
⑤
話

　
引
き
続
い
て
一
年
以
L
、
保
険
料
を

納
め
て
い
た
父
か
母
が
死
亡
し
て
、
孤

児
に
な
’
，
た
と
き
十
八
歳
に
な
る
ま
で

受
け
ら
れ
年
金

7
年
金
の
一
一
遺
児
一
入
の
と
き
、
年

額
十
万
八
百
円
（
月
額
八
千
u
，
百
円
）

二
人
目
か
ら
一
入
に
つ
き
、
年
額
四
千

八
百
円
加
算
（
月
額
四
百
円
加
算
）

コ
寡

婦

年

金
L

鯵

老
令
年
金
を
受
け
る
資
格
期
間
を
満
た

し
た
夫
が
年
全
を
受
け
ず
に
死
亡
し
た

と
玉
、
、
、
妻
が
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま

で
の
間
に
受
け
ら
れ
る
年
金
（
六
十
五

歳
か
ら
は
、
老
令
年
金
に
移
り
ま
す
）

▽
年
金
の
額
貸
夫
が
受
け
ら
れ
る
は
ず

の
老
令
年
金
の
半
額
。

唯緩

島
c

「
死
亡
一
時
金
」

　
三
年
以
上
、
保
険
料
を
納
め
た
人

が
、
年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し
た
と
シ
．
・

、
そ
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
一
時
金

▽
一
時
金
の
額
詩
最
低
一
万
円
．
最
高

五
万
二
千
円
．
納
め
た
期
間
の
長
短
に

よ
っ
て
、
段
平
が
分
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
所
得
比
例
保
険
料
を
納
め
て
い
る

人
は
、
き
ら
に
額
増
さ
れ
ま
す
、

一一

¥
歳
に
な
っ
た
ら

　
　
国
民
年
金
に
加
入
を

　
成
人
お
め
で
と
う
こ
ぎ
い
ま
す
。
二

十
歳
に
な
る
・
こ
、
厚
生
年
金
や
般
員
保

険
、
そ
の
ほ
か
の
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
な
い
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
－
、
ン
ま
せ
ん
。
ま
だ
加
入
し

て
い
な
い
か
に
は
、
楽
し
い
老
後
、
刀

「
∂
事
故
な
ど
・
一
そ
な
え
、
必
ず
加
入

し
ま
し
よ
う
．
申
し
込
み
は
、
甫
．
弐
課

．
劃
託
年
金
係
へ
、

／

一
1
噛
■
τ
亘
己
■
一
－
一
一
置

孔彪

自
衛
官
募
集

　
自
衛
…
隊
で
は
、
つ
y
．
一
の
・
二
お
り
自
衛

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
，

　
二
等
陸
士
、
二
等
海
士
、
二
等
空

士
、
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名
で
す
　
受
験
資

格
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、
自
衛
隊
宮

崎
地
方
連
絡
部
日
向
分
駐
所
（
原
町
四

丁
目
電
三
訂
六
九
一
四
蕃
…
）
　
へ
む
4
2
問
い
ム
覇

わ
せ
く
だ
き
い
、
、

7
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電
話
料
金
制
度
が
か
わ
り
ま
す

一
：
＝
二
8
：
：
二
＝
髄
一
■
一
＝
＝
；

一
月
二
十
一
日
か
ら
…
…
…
…
」
一
－

◎
い
ま
の
電
話
料
金
制
度

　
★
い
ま
の
通
話
制
度
は
、
　
「
市
内
通

　
　
話
」
と
「
市
列
通
話
」
に
区
別
さ

　
　
れ
て
い
ま
す
。

　
★
「
市
内
通
話
」
は
、
何
時
間
お
話

　
　
し
を
続
け
ら
れ
て
も
同
じ
料
金
で

　
　
す
が
、
　
「
市
外
通
話
」
は
、
通
話

　
　
先
と
の
距
離
と
、
お
話
し
に
な
一
．

　
　
た
時
間
に
よ
っ
て
料
金
を
い
た
だ

　
　
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
　
「
市
内

　
　
通
話
」
と
、
　
「
市
外
通
話
」
の
料

　
　
金
に
は
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま
す

◎
新
し
い
電
話
料
金
制
度
の
内
容

　
★
「
市
内
通
話
」
と
「
市
外
通
話
」

　
　
の
区
別
を
な
く
し
て
、
す
べ
て
の

Eヨ◎

座国
匡

。
い

一　　　
馳i適

團。fδ藩

　
通
話
に
つ
い
て
、
通
話
先
と
の
距

　
離
と
お
か
け
に
な
｛
ノ
た
時
間
に
よ

　
・
．
て
、
料
金
を
い
た
だ
く
制
度
に

　
］
月
二
十
一
日
か
ら
あ
ら
た
め
ろ

　
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

★
具
体
的
に
は
次
図
の
よ
う
に
、
日

　
向
、
美
々
津
、
門
川
、
西
門
川
お

　
よ
び
入
郷
地
区
全
部
が
日
向
グ
ル

　
ー
プ
と
な
り
、
こ
の
グ
ル
・
－
ー
プ
内

　
の
通
話
料
金
は
、
三
分
七
円
と
な

り
ま
す
。
ま
た
隣
接
す
る
延
岡
、

　
高
千
穂
お
よ
び
高
鍋
な
ど
の
グ
ル

　
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
六
〇
秒
七
円

　
が
、
八
十
秒
七
円
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

’　　一
睡　　 一熊

…一Σ鰹
馨購灘認
識
影
鉾

薗
、
嚢

、
朔
農

ψ
◎
歯

、
一
。
び

匡
罪 望

診
鰯
7

郵
蓼 登

。
謬

慣
。
　
‘
塙

　
　
併

　

厘

　

冨
岬

コ．
國

匿4．賓’4．，曇．．

昭榊口
とモへよ　 ごぼ

2ヨ僻口

蝋」　．か； 　　2響
モP　「麿4
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総
懸
－
■
鋸

盤
驚
横

懇、

ｿ
門夢

憾
　　

T、

塗
鞘
観
光
看
板
で
き
る

　
　
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
日
向
タ
ー
ミ
ナ
ル
前

　
に
こ
の
ほ
ど
県
北
観
光
看
板
が
で
き
ま

　
し
た
。
こ
の
観
光
看
板
は
、
県
北
十
五

　
の
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
地
を
県

　
外
客
に
P
R
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も

　
の
で
、
縦
五
一
、
横
七
炭
、
経
費
は
、

　
約
八
十
五
万
円
と
い
う
豪
華
な
も
の
。

　
こ
の
観
光
看
板
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り

　
遅
れ
が
ち
で
あ
る
県
下
地
区
の
観
光
開

梱　
発
に
一
役
買
い
そ
う
で
す
。

脚鞠
聰

　
新
春
た
こ
あ
げ
大
会

　
せ
め
て
正
月
ぐ
ら
い
は
親
子
い
’

し
．
翫
に
、
家
族
い
（
、
し
・
窃
に
遊
ん
で

・
も
・
り
お
一
り
ン
｝
い
一
り
こ
ン
ニ
㌧
、
日
｛
州
ハ
ノ

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
は
、
　
月
二
日
伊
勢

、
刀
浜
海
岸
で
第
四
回
た
こ
あ
げ
大
会
を

行
な
い
ま
し
た
。
会
場
入
［
［
で
用
意
し

た
千
個
の
た
こ
は
、
た
ち
ま
ち
な
く
な

り
ま
し
た
が
お
と
な
た
ち
・
も
こ
一
∂
日
、
曰

え
り
は
子
ど
も
に
な
・
．
て
子
ど
・
も
と
い

r、

ｵ
レ
“
に
た
こ
あ
げ
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
、＾

風
、
’
、
b
η
’
・

ブ
r
二

7

ド
・
鰯
∴
ゲ
・

　
　
r
’
吊

響
蓬

　『・畷

　　㌍
　　瀞．

馴「
舜難：

　学’

歩
行
者
天
国

鯉
購

　
本
町
商
店
会
（
会
長
清
水
泉
）
で
は
、

十
二
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
二
日

聞
、
市
内
で
は
初
め
て
の
〃
歩
行
者
天

国
〃
を
実
施
し
ま
し
た
。
区
聞
は
富
高

薬
局
前
か
ら
フ
ク
ニ
…
大
丸
ま
で
の
約

三
〇
〇
．
加
で
し
た
が
、
年
末
の
あ
わ
た

だ
し
い
中
に
も
子
ど
も
の
手
を
ひ
い
た

お
く
さ
ん
が
た
や
若
者
た
ち
外
国
入
な

ど
が
大
ぜ
い
つ
め
か
け
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
．
、

詣
題
董
追
っ
て
3
わ
だ
“
を
お
っ
て
・
ラ
ダ
イ
ヲ
オ
ッ
テ

年
賀
郵
便
配
達
出
発
式

　
年
改
ま
っ
た
一
月
　
日
早
朝
、
元
旦
配
達
の
年
賀

郵
便
元
旦
配
達
出
発
式
が
日
向
郵
便
局
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
降
り
で
し
た
が
年

賀
状
を
で
き
る
だ
け
早
く
各
家
庭
に
届
け
よ
う
と
職

員
二
十
人
と
ア
ル
バ
イ
ト
生
五
十
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

手
分
け
し
て
元
気
に
出
発
し
て
い
ま
し
た
。
な
お
、

元
旦
に
配
達
き
れ
た
筆
賀
状
は
、
市
内
で
約
六
十
七

万
通
で
し
た
。

》

靴

誇欝

疑
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ぷ
。
β
せ

就
学
の
お
知
ら
せ

本
年
度
入
学
児
童
に

　
本
年
四
月
、
小
学
校
に
入
学
す
る
児

童
の
父
兄
あ
て
に
市
教
育
委
員
会
か
ら

就
学
通
知
書
が
二
月
上
旬
に
発
送
さ
れ

ま
す
。
該
当
者
は
、
昭
和
四
十
一
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日

ま
で
に
出
生
し
た
児
童
で
す
。
就
学
通

知
書
の
こ
な
い
と
き
は
電
話
で
も
結
構

で
す
か
ら
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

に
と
い
あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ま
の
学
資
金

づ
く
り
に
簡
易
保
険
を

　
明
る
く
、
つ
よ
く
、
希
望
に
あ
ふ
れ

た
未
来
を
き
ず
く
、
お
子
さ
ま
は
あ
な

た
の
夢
で
す
。
い
の
ち
で
す
。
お
子
さ

ま
の
将
来
に
備
え
て
、
教
育
資
金
づ
く

り
を
は
じ
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
郵
便
局
の
学
資
保
険
は
つ
ぎ
の
よ

う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
，

▽
進
学
年
令
に
合
わ
せ
て
満
期
に
な
る

　
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

▽
高
校
コ
ー
ス
は
十
五
歳
満
期

　
大
学
コ
ー
ス
“
十
八
歳
満
期

　
　
大
学
コ
ー
ス
の
場
合
は
、
高
校
准

学
の
と
き
に
保
険
金
の
一
割
を
わ

支
払
い
い
た
し
ま
す
、
．

▽
契
約
者
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
と

　
き
に
は
、
そ
れ
以
後
の
保
険
料
払
い

　
込
み
は
要
し
ま
せ
ん
が
、
保
険
金
は

　
保
証
し
ま
す
。

▽
傷
害
特
約
付
で
す
か
ら
事
故
や
思
わ

　
ぬ
災
害
で
五
日
以
ヒ
入
院
し
た
と
き

　
は
、
入
院
保
険
金
、
ま
た
は
、
障
害

　
の
程
度
に
応
じ
傷
害
保
険
金
、
刀
一

　
の
場
合
は
保
険
金
の
三
倍
を
支
払
い

　
ま
す
。
か
わ
い
い
お
子
さ
ま
の
将
来

　
の
た
め
に
加
入
を
お
す
す
め
し
ま

　
す
。

納
税
証
明
の

申
請
は
早
目
に

　
工
事
入
札
な
ど
の
た
め
必
要
な
国
税

の
納
税
証
明
に
つ
い
て
は
年
度
末
が
多

い
よ
う
で
す
。
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
が

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
は
所
得

税
の
確
定
申
告
時
期
で
す
．
、
こ
の
期
間

は
多
忙
の
た
め
申
請
の
日
に
証
明
が
で

き
な
い
な
ど
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
．
で
き
る
だ
け

こ
の
期
間
を
き
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
、
、
　
　
　
　
（
延
岡
税
務
署
）

市
県
民
税
の

申
告
相
談
に
つ
い
て

　
毎
年
、
二
月
中
旬
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
は
、
所
得
税
（
国
税
）
事
業
脱

（
県
税
）
な
ら
び
に
市
県
民
税
の
申
告

お
よ
び
相
談
の
月
で
す
．
．

　
本
年
か
ら
国
、
県
税
の
申
告
受
け
付

け
要
領
が
［
部
変
更
さ
れ
て
、
従
来
国

税
で
申
告
受
け
付
け
を
行
な
っ
て
い
た

か
た
で
も
市
が
窓
口
代
行
者
と
な
っ
て

申
告
書
を
受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
、
一
　
（
注
、
前
年
の
所
得
が
約
百
万
円

以
下
の
場
合
。
）

　
県
事
業
税
に
つ
い
て
も
、
市
県
民
税

の
申
告
と
同
時
に
行
な
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ
し

ま
す
、
、
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
に
つ

い
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
中
に
所
得
の

あ
っ
た
人
、
な
か
っ
た
入
に
か
か
わ
ら

ず
、
被
保
険
者
証
を
お
待
ち
の
か
た

は
、
す
べ
て
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま

す
．
．
も
し
、
申
告
期
日
ま
で
に
申
告
さ

れ
な
い
と
、
所
得
及
び
家
族
数
に
対
し

て
所
得
の
少
な
い
世
帯
に
は
減
税
の
注

置
が
な
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
申
告
関
係
書
類
、
申
告
相
談

日
程
な
ど
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
後
日
各
家
庭
あ
て
郵
便
か
区
長
き

ん
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
．
．

児
童
手
当
翻
定

請
求
に
つ
い
て

　
児
童
手
当
は
、
現
在
子
ど
も
が
三
人

以
上
い
て
一
番
と
の
子
ど
も
が
十
八
歳

未
満
で
三
番
目
の
子
ど
も
か
ら
が
五
歳

未
満
、
つ
ま
り
昭
和
四
十
二
年
一
月
二

日
以
降
に
生
れ
た
子
ど
も
だ
け
が
該
当

し
て
い
ま
す
が
、
昭
和
四
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
は
、
三
番
目
の
子
ど
も
か
ら

十
歳
未
満
、
つ
ま
り
昭
和
三
十
八
年
四

月
二
日
以
隆
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
も
該

当
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
認
定
の

請
求
を
行
な
一
、
て
く
だ
さ
い
。

　
受
け
付
け
ば
　
月
か
ら
行
な
い
ま

す
。　

な
お
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
が
所

得
が
高
い
と
思
わ
れ
る
か
た
で
も
市
福

祉
事
務
所
．
厚
生
係
ま
で
ご
相
談
に
お
い

で
く
だ
ふ
馬
㌔
い
、
．

県
下
ね
ず
み
と
り
運
動

　
二
月
一
日
か
ら
二
月
二
十
八
日
ま
で

の
］
ヵ
月
間
県
下
い
一
．
せ
い
に
「
，
ね
ず

み
と
り
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
，

　
ね
ず
み
は
、
赤
痢
や
ペ
ス
ト
、
食
中

毒
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
媒
介
す
る

ほ
か
、
電
線
を
か
み
切
る
な
ど
し
て
火

災
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
．

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
ね
ず
み
は
、
一
戸

あ
た
り
農
作
物
な
ど
年
間
一
万
二
千
円

相
当
の
被
害
を
あ
た
え
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
、
．

　
ね
ず
み
退
治
は
［
戸
だ
け
で
実
施
し

て
も
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
期
聞

中
に
班
、
区
単
位
な
ど
集
団
で
罪
な
r
．

て
く
だ
き
い
。

今
年
こ
そ
青
色
申
告
を

　
青
色
申
告
は
、
現
在
延
岡
税
務
署
管

内
で
個
人
の
約
七
十
暫
の
納
税
者
の
か

た
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
．
、

こ
の
青
色
申
告
に
は
四
レ
一
種
類
の
特

典
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
利
用
き
れ
て
い
な
い
か
た
は
今

年
か
ら
利
弔
｝
・
、
れ
ま
す
．
よ
う
わ
す
す
め

し
ま
す
。

　
本
年
か
ら
始
め
ら
れ
る
か
た
は
一
月

【
日
か
ら
必
要
な
帳
簿
を
つ
け
て
い
た

だ
き
、
三
月
十
五
日
ま
で
青
色
申
告
承

認
申
請
を
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
き

　
く
わ
し
い
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
延

岡
税
務
署
、
日
向
市
税
務
課
、
日
向
商

工
会
議
所
、
日
向
市
青
色
申
告
会
な
ど

に
ご
相
談
く
戸
～
・
㌔
い
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
（
延
岡
税
務
署
）

…
、

今
月
の
納
税

　
今
月
は
、
市
県
民
税
第
四
期
、
国
民

健
康
保
険
税
第
四
期
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
入
月
に
な
一
．
て
い
ま
す
。
早
目

に
市
役
所
、
金
融
機
関
の
窓
口
へ
納
人

し
ま
し
よ
う
．

、

．
｛
」
一

〃〃。人　　：コ．，澱〃

　　　（1月1日現在）

　男　23，516人　18人増

　女26，729人ろ1人増

　計50，245人49人増

錫
　　
@……
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